
令和４年度

医療安全セミナー

「多職種チームによるレジリエンスの発揮」
11月17日（木）9:00～17:15

オンライン開催（Zoomによるライブ配信）

QRコード

お問い合わせ

近畿厚生局 健康福祉部 医事課 医療安全担当
〒540－0011 大阪市中央区農人橋１丁目１番22号大江ビル７階
（TEL）06‐6942‐2492 （Ｅ-mail）kkkousei097@mhlw.go.jp

主催／厚生労働省近畿厚生局

定員

対象者

参加方法

1,000名（定員に達し次第締め切り）

近畿厚生局管内の医療機関の管理者・医療安全管理者、
その他医療安全に関わっている者

下記URLもしくは右のQRコードからお申し込みください
https://event.event-planner.net/#/k2ag5fns

時間 内容

9:00～9:05 オリエンテーション

開会 9:05～9:10
開会挨拶

桐生康生 厚生労働省 近畿厚生局長

第1部：講演

第1部

9:10～9:25
1．医療安全施策の動向

梅木和宣 厚生労働省 医政局総務課 医療安全推進室長

9:25～10:25
2．医療事故調査制度について

木村壮介 一般社団法人 日本医療安全調査機構 常務理事

休憩（10分）

第1部

10:35～11:05
3．医療安全支援センターの役割及び取り組み

安原孝啓 京都府健康福祉部医療課 医療課長
山本正子 京都府健康福祉部医療課 京都府医療安全支援センター相談員

11:05～11:20
4．医療介護連携に係る研究事業から見えてきた高齢者の退院支援のあり方

～安心安全のための情報共有の視点から～
河本慶子 近畿厚生局健康福祉部地域包括ケア推進課 上席地域包括ケア推進官

昼休憩（60分）

第2部：パネルディスカッション

第2部 12:20～12:25
座長あいさつ

中島和江 大阪大学医学部附属病院中央クオリティマネジメント部 教授・部長

テーマ1：「患者参加型医療の推進」

第2部

12:25～13:10
5．患者を巻き込んだチーム医療の実践

小松康宏 群馬大学大学院医学系研究科 医療の質・安全学 教授

13:10～13:55
6．患者・家族の視点で考える医療安全と対話推進

豊田郁子 患者・家族と医療をつなぐNPO法人架け橋 理事長

14:05～14:15 7．パネルディスカッション

休憩（10分）

テーマ2：「チームで取り組む医療安全管理」～深く視る前に広く瞰る～

第2部

14:15～15:00
8．胸腔ドレーン接続部外れ問題への対応

木村亜紀子 広島大学病院 医療安全管理部 専任ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞｬｰ 副看護師長

15:00～15:45
9．生体情報モニターアラーム問題への対応

齊藤 実 独立行政法人労働者健康安全機構富山労災病院 中央臨床工学部 部長

休憩（10分）

第2部
15:55～16:40

10．インシデント再発防止のフォローアップ
新開 裕幸 大阪大学医学部附属病院中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 専任ﾘｸｽﾏﾈｼﾞｬｰ 看護師長

16:40～17:00 11．パネルディスカッション

17:00～17:10
総括

中島和江 大阪大学医学部附属病院中央クオリティマネジメント部 教授・部長

17:10～17:15
閉会挨拶

川谷良秀 厚生労働省 近畿厚生局 健康福祉部長


